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名誉賞受賞 ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー
（株）敬和ファーム

第14回 全日本ホルスタイン共進会 開催

１
位
か
ら
さ
ら
に
選
り
す
ぐ
れ
た

９
頭
に
与
え
ら
れ
る
賞
）
に
み
ご

と
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
部
門
を
通
じ
た
最
高
位
賞
は
、

北
海
道
更
別
村
・
天
野
洋
一
氏
の

出
品
牛
レ
デ
イ
ス
マ
ナ
ー
Ｍ
Ｂ 

セ
レ
ブ
リ
テ
イ
（
第
14
部
経
産
６

歳
以
上
）
が
選
出
さ
れ
、
四
日
間

に
及
ん
だ
共
進
会
が
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

十
月
二
十
三
日
か
ら
四
日
間
、

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場

（
安
平
町
早
来
）
で
、
第
14
回
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
五
年
に
一
度
開

催
さ
れ
、
平
成
22
年
に
本
道
で
の

開
催
予
定
で
し
た
が
、
国
内
に
お

け
る
口
蹄
疫
の
発
生
、
又
、
翌
23

年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
今
回

十
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
出
品
牛
３
７
４
頭
（
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
３
４
４
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
30
頭
）
が
出
場
し
、
各
部
門
ご

と
に
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
出
品
牛
㈱
敬
和
フ
ァ

ー
ム
の
Ｋ
Ｗ
Ｆ
サ
ン
チ
エ
リ
ア 

ダ
ー
ハ
ム
ビ
ユ
ー
は
、
第
13
部

（
経
産
５
歳
以
上
６
歳
未
満
）
で

優
等
賞
１
席
（
第
13
部
内
一
位
）

及
び
名
誉
賞
（
全
18
部
門
ご
と
の

審査を受ける 成田 純哉 氏
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昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され、今年で68年目を迎えました。戦後の食料
不足等の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、農業生産力の増進と農業者の経済的・社会的地位の
向上をはかり、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法が制定され農協が設立しました。
農協は「農民による農民のための組織」として、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」
の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の経営と生活の安定並びに
より良い地域社会の実現をめざし、各種事業を展開しながら今日に至っています。言うまでもなく、農協
法は農協の組織・事業を運営する基本法として極めて重要な役割を担っておりますが、農協法公布記念日
を契機に、改めて農協の原点に立ち返り、その意義と役割について共通認識を深めることが重要でありま
す。
このような中、過般、農協改革法案の成立、ＴＰＰ交渉の大筋合意という我が国の農業・ＪＡに係る

極めて大きな情勢変化があったところです。農協改革については、法改正と農業所得の向上の関係などに
関して、いまだに納得のいく説明なり理解が進まない一方で、准組合員制度のあり方や監査の仕組みなど
の重要案件について今後の検討課題となっており、改めて地域農業の振興や農協運営への影響がないよう、
政府に対する働きかけを含め、関連する取組みを進めていく必要があります。
一方、ＴＰＰ交渉については、交渉参加12か国の閣僚会合を経て、去る10月５日による大筋合意がな
された経過にあります。交渉に関する情報開示が極めて不十分であり、国民的議論もないままに大筋合意
という結果に至ったことに対して強い憤りを覚えるとともに、生産現場においては、今回の合意内容と国
会決議との整合性をはじめ、これまでの交渉の取り進め方には到底納得がいかない状況にあります。農業
のみならず他の分野の合意内容についても全容が不明瞭であり、交渉を担ってきた政府・与党においては、
国民との約束ともいえる国会決議と今回の合意内容との整合性や各分野の合意内容の全貌について説明責
任を果たす必要があります。
我々ＪＡグループ北海道としては、これらの状況を見極めつつ、今後の取組みを再構築した中で、農
業経営をはじめ地域農業・地域社会の持続的発展に支障がないよう、関係方面への働きかけなど最大限の
努力を傾注してまいる所存です。ＴＰＰ交渉だけに限ったことではありませんが、国民との信頼関係が
なければ国を形づくることは不可能であります。とりわけ地方創生が叫ばれている中にあっては、各地域
の声に十分に耳を傾け、真に国民に寄り添った対応が国には求められているのではないでしょうか。
かかる状況のもと、先般、３年に一度のＪＡ北海道大会が開催され、【北海道550万人と共に創る「力
強い農業」と「豊かな魅力ある農村」】に関する決議がなされたところであります。農業は、関係者それ
ぞれの自助努力とともに、一般消費者・地域住民の理解と協力のもとに成り立つ産業であり、今回の決議
事項にはその思いが込められております。組合員・ＪＡ・連合会・中央会が各々の役割を再認識するとと
もに、ＪＡグループ北海道がより一体となり総合力を十分発揮した中で、大会決議事項を着実に実践して
いくことが大会開催の真の目的であります。
前述のとおり、農業・ＪＡを取り巻く環境は激動しており、生産現場では将来に対する不安が渦巻い
ております。しかしながら、我々農業者・ＪＡグループは、農業という生命産業に携わっているという
責任感と自負心のもと、この情勢変化の中から今後に向けた取組みを見い出していくとともに、農業・
ＪＡに対する幅広い理解と共感を得る不断の努力を行いながら、長年にわたり先人が築き上げた本道農
業並びに農業協同組合の基盤をさらに発展させ、後世にしっかり継承するよう共に頑張ろうではありませ
んか。
今後とも、本道農業並びにＪＡがますます発展することを心より祈念し、農協法公布記念日にあたっ
てのご挨拶といたします。

『農協法公布記念日にあたって ～平成27年11月19日～』
北海道農業協同組合中央会
会　長　飛　田　稔　章
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秋季地区別懇談会 開催される

組
合
員
の
皆
様
方
か
ら
は
、
各
部
門

に
対
し
て
の
事
業
運
営
方
針
、
現
状

と
課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
質
問
、
意
見
、
要

望
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
出
さ

れ
た
質
問
、
意
見
、
要
望
等
は
集
約

さ
れ
、
理
事
会
に
お
い
て
協
議
し
て

参
り
ま
す
。

今
後
も
地
区
懇
に
ご
出
席
頂
き
、

皆
様
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
願
い
ま

す
。

平
成
二
十
七
年
度 

秋
季
地
区
別

懇
談
会
が
、
十
月
二
十
〜
二
十
二
日

の
三
日
間
、
三
会
場
（
音
別
、
白
糠
、

幌
呂
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
作

業
等
で
御
多
忙
の
中
、
三
日
間
で
合

計
三
十
七
名
の
組
合
員
の
皆
様
方
に

出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
事
項
と
し
て
、最
近
の
酪
農
・

畜
産
情
勢
、
平
成
二
十
七
年
度
更
正

計
画
、「
機
構
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
答
申
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
各
部

門
長
等
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

幌　呂　支　所

音　別　支　所

白　糠　支　所
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農業体験ファームステイ 実施
横浜市立南高校生を受け入れる

音別・離町式

あ
る
が
、
受
入
農
家
の
皆
様
方
と
の

交
流
や
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
体

験
を
胸
に
、
酪
農
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

十
月
六
〜
七
日
の
二
日
間
、
横
浜

市
立
南
高
校
の
修
学
旅
行
生
１
９
７

名
が
、
管
内
の
受
入
農
家
₉₂
戸
で
酪

農
体
験
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
に
は
、
生
徒
54
名
（
男
子

34
名
、
女
子
20
名
）
が
４
地
区
（
鶴

居
・
幌
呂
・
白
糠
・
音
別
）
24
戸
の

受
入
農
家
に
入
り
、
日
常
各
農
場
で

行
な
わ
れ
て
い
る
搾
乳
・
給
餌
・
哺

育
な
ど
の
農
作
業
と
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
を
体
験
し
ま
し
た
。
各
農
場
で
生

徒
達
は
、
組
合
員
の
親
切
丁
寧
な
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
初
め
て
体
験
す

る
農
作
業
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
終

始
真
剣
に
作
業
す
る
姿
が
目
に
付
き

ま
し
た
。

生
徒
達
は
一
泊
二
日
の
短
期
間
で

給餌体験（白糠）

初乳を与える生徒（鶴居）

焼肉を囲み受入農家と懇親を深める
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より良い自給飼料作りを目指して！！
Ｇ’Ｇｒａｓｓ（グッド・グラス）2015 開催

自家産野菜を格安で!!（ＪＡ女性部幌呂支部）
野菜即売会「もぎたて市」を開催

十
月
三
十
日
、
Ｊ
Ａ
し
べ

ち
ゃ
で
、
釧
路
農
協
連
・
釧

路
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
Ｇ‚
Ｇ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ

（
グ
ッ
ド
・
グ
ラ
ス
）
２
０

１
５
」（
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
展

示
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

草
地
型
酪
農
経
営
が
主
体

で
あ
る
当
管
内
の
自
給
飼
料

品
質
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
地
域
酪
農
産
業

の
安
定
と
向
上
を
図
る
目
的

で
行
な
わ
れ
、
釧
路
管
内
の

農
業
者
・
各
関
係
者
が
参
加

し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
組
合
員
、

役
職
員
合
わ
せ
て
24
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
植
生
改
善
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
草
作
り
か
ら
牧

草
作
り
へ
」・「
放
牧
地
の
管

理
術
」
や
展
示
ブ
ー
ス
（
各

メ
ー
カ
ー
機
械
等
）
で
説
明

に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

十
月
四
日
、
セ
イ
コ
ー
マ

ー
ト
幌
呂
店
駐
車
場
前
で
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
「
も

ぎ
た
て
市
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
も
ぎ
た
て
市
は
年
一

回
開
催
し
て
お
り
、
部
員
達

が
愛
情
込
め
て
育
て
た
自
家

産
野
菜
を
格
安
で
販
売
し
ま

し
た
。

店
頭
に
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

ピ
ー
マ
ン
、
白
菜
、
大
根
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、
新
鮮
な
野

菜
が
数
多
く
並
び
、
地
元
の 

方
々
や
、
通
り
す
が
り
の
お

客
様
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、「
今

年
の
野
菜
は
、
全
体
的
に
出

来
が
良
く
、
毎
年
楽
し
み
に

し
て
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん

も
い
る
の
で
励
み
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
部
員
達
と

共
に
頑
張
っ
て
続
け
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ
、
笑
顔
で

接
客
す
る
姿
が
大
変
印
象
的

で
し
た
。

フォーラムで植生改善について学ぶ 展示場でサイレージの品質をチェック

店頭に並ぶ様々な野菜

新鮮な野菜を提供
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青 年 部 交 流 会 開 催 ！！

十
月
三
十
一
日
、
イ
オ
ン
釧
路

昭
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ジ
ャ
ス
コ
」
で
、
当
Ｊ
Ａ
青
年

部
・
女
性
部
合
同
に
よ
る
牛
乳
消

費
拡
大
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

両
部
員
合
わ
せ
て
十
六
名
が
、

店
内
の
特
設
売
り
場
な
ど
で
、

「
根
釧
牛
乳
」
と
根
釧
牛
乳
に
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
黒
酢
を
混
ぜ
た
「
コ

ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク
」
を
、
約
１
，
０

０
０
杯
分
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

石
黒
隆
行
青
年
部
長
は
、「
今

年
で
７
回
目
と
な
る
こ
の
運
動
に

は
、
消
費
者
と
生
産
者
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
私
達

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
牛
乳
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
今
後
も
根
気
よ
く
続
け

て
い
き
た
い
。」

一
方
、
吉
田
鈴
子
女

性
部
長
は
、「
牛
乳
も

選
べ
る
時
代
な
の
で
、

自
分
に
合
っ
た
牛
乳
を

選
ん
で
も
ら
い
、
私
達

は
消
費
者
の
方
々
に
い

か
に
し
て
飲
ん
で
も
ら

え
る
か
を
考
え
な
が
ら
、

Ｐ
Ｒ
方
法
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。」
と
話
し
、

部
員
達
は
協
力
し
て
根

釧
牛
乳
の
美
味
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
、
鶴
居
村
球
技
場
で
、
当
Ｊ
Ａ
青

年
部
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
及
び
音
白
支
部
か
ら
部
員
職
員
計
二
十
二

名
が
参
加
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
好
天
の
下
、
２
チ
ー
ム
（
鶴
居
支
部
対
音

白
支
部
）
に
分
か
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
終
了
後
は
懇
親

会
が
行
な
わ
れ
、
焼
肉
を
食
べ
な
が
ら
部
員
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

熱戦となったソフトボール大会

「根釧牛乳」のおいしさをＰＲ！！
ＪＡ青年部とＪＡ女性部が合同で開催
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職
員
研
修
会
を
実
施

管
内
Ｊ
Ａ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

釧路丹頂農協酪農振興会パークゴルフ大会 開催
十
月
十
五
日
、
音
別
町
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
、
当
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興
会
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
、
役
職
員
計
22
名
が
、
５
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
競
技
を
行
な
い
、
個
人

戦
優
勝
は
大
坂
博
文
さ
ん
（
音
別
）、

団
体
戦
は
幌
呂
チ
ー
ム
（
松
井
俊
治
さ

ん
、
藤
澤
誠
さ
ん
、
瀬
戸
賢
成
さ
ん
、

石
渡
正
志
支
所
長
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
な
い
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

十
月
十
五
・
十
六
日
、
本
所
及
び
白
糠

支
所
で
全
職
員
を
対
象
に
し
た
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
個
人
情
報
取
扱
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
㈱
Ｊ
Ａ
北
海
道
情
報
セ
ン
タ
ー

道
東
営
業
所
基
幹
職
清
水
孝
志
氏
を
招

き
、
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
必
要
性
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
上

で
の
遵
守
事
項
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
研
修
会
等
を
継
続
実
施
し
、
不

祥
事
未
然
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

十
月
三
日
、
阿
寒
丹
頂
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
、
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
管
内
５
Ｊ
Ａ
・
各
連
合
会
の
役
職
員
計

48
名
が
チ
ー
ム
（
４
名
１
組
）
に
分
か
れ
18
ホ
ー

ル
で
競
技
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
、
み
ご
と
団
体
の
部
優
勝
（
橘
田
、

坪
田
、
片
淵
、
久
保
田
）、
個
人
の
部
準
優
勝
片

淵
幸
雄
・
個
人
の
部
女
子
優
勝
坪
田
典
子
・
３

位
高
橋
綾
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ホールインワン目指して好プレー続出！
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
向
上
の
た
め
に

は
、
よ
い
原
料
草
の
確
保
、
草
地
植

生
の
改
善
も
必
要
な
要
件
で
す
。

Ａ
町
で
は
図
一
の
よ
う
に
、
更
新

後
六
年
以
上
の
草
地
は
、
チ
モ
シ
ー

な
ど
基
幹
草
種
の
構
成
割
合
が
四
○

％
を
下
回
り
植
生
改
善
が
必
要
な
ほ

場
の
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

傷
み
の
少
な
い
草
地
で
は
、
簡
易

な
更
新
の
手
法
と
し
て
、
作
溝
法
を

ベ
ー
ス
に
追
播
す
る
手
法
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
○
年
以
上
に
も
な
る
牧

草
の
経
年
草
地
で
は
栽
培
を
見
直
し
、

一
部
で
は
秋
小
麦
を
加
え
る
な
ど
畑

輪
作
へ
の
試
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
輪
作
に
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
Ｎ
管
内
Ｈ
氏
の
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｈ
氏
は
、「
牛
が
喜
ん
で
食
べ
て
く

れ
る
エ
サ
づ
く
り
」
を
信
条
に
、
輪

作
に
取
り
組
み
、
平
成
二
六
年
植
生

調
査
で
は
チ
モ
シ
ー
、
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
な
ど
基
幹
草
種
の
構
成
割
合
は

九
○
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

輪
作
を
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
は

「
牧
草
は
五
年
も
す
る
と
ル
ー
ト
マ

ッ
ト
が
二
○
〜
二
五
㎝
の
厚
さ
に
な

る
が
、
こ
の
後
に
三
年
間
と
う
も
ろ

こ
し
を
作
付
し
、
こ
の
間
に
四
回
は

耕
起
す
る
と
、
土
壌
が
す
っ
か
り
膨

軟
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
や
っ
て

4

4

4

み
て
分
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。

①
「
牛
を
よ
く
見
て
、
牛
と
対
話
す

る
」、
②
畑
を
よ
く
観
察
す
る
、
③

よ
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
や
っ
て
み

る
柔
軟
な
姿
勢
、
が
現
在
の
経
営
安

定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。（

平
成
二
七
年
十
一
月
作
成
）

植
生
改
善
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

牧
草
と
コ
ー
ン
の
輪
作
に
よ
る

更
新
・
植
生
改
善
事
例

写真１　芳香を放つ良質なサイレージ

写真２“すり鉢状”の食べ方は牛が美味しく食べてる証拠

図１　草地植生における基幹草種の被度と一番草収量（Ａ町Ｈ27）

Ｈ氏のエサづくりのポイント

○牧草はアルファルファ混播
○�サイレージをグラス対コーンで５５％対
４５％で給与
○牧草収穫時の刈高さの確保
○収穫直後の予乾の励行
○�牧草更新年、コーン作付時以外ではスラ
リー、堆肥を草地表面に散布しない

表１　Ｈ氏の飼料作物の作付状況

経営耕地
面　積

うち牧草
面　積

うちコーン
面　積

合計 77.5ha
47.0ha
（61％）

30.5ha
（39％）

○牧草5年→コーン3年→牧草5年
　という輪作体系を活用して､ 牧草を更新
（１年に10ｈa程度ずつ）

y = 12.941x + 1420.8
R² = 0.4516

900

1,400

1,900

2,400

2,900

3,400

0 20 40 60 80 100

チモシー等基幹草種の構成割合％

・更新後５年以下
・チモシーが多い

１
番
草
収
量
kg/ 

10a

・更新後６年以上
・シバムギ
　リードカナリ
　　裸地多い
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9

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

■平成27年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,472,048.0 105.9 59,394,839.7 103.6
（鶴居地区） 2,888,764.0 106.5 20,399,844.0 105.8
（幌呂地区） 2,230,564.9 105.4 15,467,121.6 101.3
（白糠地区） 1,782,600.8 106.0 12,534,134.1 103.8
（音別地区） 1,570,118.3 105.3 10,993,740.0 102.8

管 内 計 44,154,235.0 104.2 312,156,036.1 102.0
（前年度管内計） 42,373,013.6 306,157,698.5

理　事　会　報　告
10月定例理事会　平成27年10月28日（水）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７．㈱ジェイエーコムズ取締役会の報告について
８．�㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査報告に
ついて

９．�永年勤続職員顕彰旅行実施要領の制定について
付議事項�
議案第１号　�平成27年度営農振興資金の貸出条件

の設定について

議案第２号　融資の承認について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　�平成27年度森林整備事業の実施につ

いて
議案第５号　経済預け金の預入について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�秋季地区別懇談会における意見・要望等につ
いて

２．役員研修について
３．当面の業務日程について
４．�「ＴＰＰに関する講演会並びに釧路地区集会」
の開催について

□ グッドグラス₂₀１₅に出席し、会場内には良質な土づくり・草づくりの情報、
ヒントが数多くありました。土づくり・草づくりと一言で言っても土壌改
良や更新技術、雑草対策、施肥管理など土壌・草地の維持管理にも様々な
技術があり、改善・対処方法等は多岐にわたります。農協や普及センター
などの関係機関には、様々な技術・情報がありますので、良い方法などを
お探しの際はぜひご相談願います。

幌呂支所 購買課資材店舗の移転について

新しい資材店舗

　１１月９日より幌呂支所　購買課資材店舗を組合員及び地
域住民の方々の利便性と購買事業事務の効率化を目的に、
生活店舗へ移転致しました。
　今後とも宜しくお願い致します。

資材のＦＡＸ番号が変わりました。
新しいＦＡＸ番号→６５－２４５８（生活店舗との併用）



※詳しいお問い合わせは、ＪＡの窓口にお尋ね下さい。
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